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に対して, 優れた観察力がある少年の場合は, 暗闇にいる時を除けば, 色,
形, 光, そして影にいつも取り囲まれているので, 周囲の誘惑からいかな
る時も逃れることができない。少年は, 教室内のあらゆる物の形状と外観
について, また, 机やテーブルに対する光の反射の仕方についても知って
















































生涯, ワッツは隠遁者であり, 世捨て人であった。もし, 彼が世俗での
暮らしを愛し, 楽しんでいたなら, ホガース3)がそうしたように, 俗世間
で暮らし, その様子を描いたことだろう。だが, ワッツは, 自分の仲間を
愛し, 仲間の幸福を生み出すものであれば, 根気よくどんなものでも求め
た。もっとはっきり言えば, 彼が絵を描いたのは仲間を愛するためであっ
た, と言える。そのような人間だったからこそ, 彼の願いに, 怒り, 哀れ






そこから, 我々は, 願望に応じて, 新しい世界を創るのだ。狂人と詩人は,
同じ風景を見ていても, 一方は醜さを, 他方は美を見つける。ワッツが見


















かに, どの時期においても, 彼の絵は, 独特の雰囲気が生み出す魅力に溢
れているだけでなく, 明白かつ, 装飾的なねらいをもっている。だが, こ
の初期の肖像画は, 後期のものほど注目されていない。その理由は, 解釈
が欠けているからだ。
世の人々は, ワッツの肖像画といえば, 女性を描いたものよりも, 男性
のものを好むそうだ。だが, 私はこれに同意できない。どちらもそれぞれ
に完璧な域に達している。ワッツは若い貴婦人をよく描いている。その女
性は, 流行の先端を行く夜会服, きっと, 最も現代的で, 斬新な色の組み
合わせのものに身を包んでいる。ワッツの肖像画では, 女性がそんな風に
描かれるのだ。そして, 彼の芸術の絶妙な錬金術によって, 彼女はとても
魅力的に描かれ, ベネチア風の美人が, 歴史書の一枚から, こちらをじっ
と見つめているように思える。

































儀礼, 不誠実, 打算, 臆病, 不熱心, というやましさを見い出すからだ。
事実, この世の善人より, 罪人に対してもっと敬意を示すことがある。そ





なぜ道徳, 商売, 科学, 宗教などが存在するのだろうか。この問いには
簡単に答えられる。だが, 画家, 彫刻家, 詩人, そして音楽家たちの存在
理由は, もうひとつの謎である。それはまるで, 無限の宇宙を巡っている
恒星が, 無数に存在するのはなぜか, という問いのようなものだ。
この尊い師たちにあって, 芸術家など, まるで天使たちに囲まれた, 堕
落天使のような存在に過ぎない。これらの師たちは, 地位も力もあるにも
かかわらず, みなこぞって, 芸術家の機嫌をとり, 何とか自分たちの仲間
にしようとする。まるで我が儘な子供のような芸術家をひどい境遇から救
い出すと, いつまでも自分たちのところで暮らすように仕向けるかのよう
である。これは, ひとつには, 師たちにあって, 芸術家の本性の激しさが
ために, そこから生まれた作品が彼らに愛されるからだ。また, ひとつに
は, 人が一緒に集まるところでは, 芸術家, すなわち, 詩人, 画家, 音楽










































































重苦しさ, 無気力, 下層の貧苦, 肉欲, 姦通が, 霧のように漂っていて,
それらは, 挫折し, 失望し, 判断力を欠いた時, 人間性を苦しめるものと
なる｣。












































ことになるのだろう なぜなら, このような絵は, 努力をせずに気まま
にしていたいと思う人たちを対象にしているからだ 彼らは, どんなに
誤っていようとも, 過去, 現在, 未来の万事を, 明るく, 微笑みながら眺
めるのである。麻薬, アヘン剤, 鎮痛薬のような薬物類の代用となる芸術
作品を, 求められればいつでも提供できるように常備している芸術家, 詩
人, 画家, がいるように思える この絵については, ワッツもその一人



















































精神界は, 15・16世紀の人々と同じように, 我々にとっても, 大切なも
のである。だが, 我々の時代では, 表に集約されたデータ, 思考の順序,
科学的推測, 慎重に計画された実験などを用いてその深奥を追求しようと






遠い昔, 人々は, 天使, 大天使, 聖人, 神々, 女神, 預言者, 巫女, 地





















『イヴの悔恨』(186597) では, 青雲の間から, 冷たい光が突然現れ,
背中と肩を輝かせる。ここに, 昔のベネチアにあるような, 青, 黄, 白の








は, 私には, いかなる意味においても, 宗教画とは言えないからである。
この絵には, 何の教義や神秘的教義も暗示されていないし, 何の感情も受
け取れない。芸術家は, 努力によって, とてつもない効果をあげて, 我々






































































この講演は「芸術の原理」(“The Rationale of Art”) と題して, 1907年
Shanachie (11326) に掲載された。
原題：“Watts and the Method of Art” (1907)
利用したテクストは以下のものである。
Yeats, John Butler. Essays : Irish and American. Dublin and London : The
Talbot Press Ltd., 1918.
注







2) Johann Kasper Lavater (17411801): スイスの骨相学者・神学者・詩人。
人相学を科学に発展させようとした。
3) William Hogarth (16971764): 18世紀を代表するイギリスの版画家, 画家。




5) ‘animalism’ の訳として, ‘femme fatale’ の意味とした。(Hamilton, Richard















12) Peter Kuropotopkin (18421921): ロシアの革命家・政治思想家。アナー
キストとして知られる。







16) confession and avoidance (原文)
17) John Everett Millais (18291896): ラファエル前派を代表する画家｡歴史的・
文学的主題を明るい色調と細密な手法で数多く手がける｡『オフィーリア』
はよく知られている。
18) Sir Lawrence Alma-Tadema (18361912): ラファエル前派の画家。古代ロー
マを復元した絵画で評判を博した。
19) Sir Joshua Reynolds (17231792): 18世紀ロココ期のイギリスを代表する
肖像画家。高貴な肖像画を数多く手がけた。英国絵画史上, 最も重要な画家
のひとりとして認知されている。













は, 昼夜を通して, 自分のことしか頭にない者たちであり, 自分の精神,
心, 肉体, そして一瞬かつ永遠の繁栄を大切にする人たちである。また他











































らを拡大しようとした。それ故, 宗教, 芸術, 教育, といった影響力を持
つものを導入すると, それらの力を用いて自由の力を押さえ込もうと企ん










える自由がある。帰納的論理は, 高位の王族, 兵士, 治安判事, 政治家た
ちの手中にあった。時が経過して, フランスは兵士だけでなく, 教師や演
説者の国になったが, その一方で, 創造的衝動は至る所で制御され, 制限



























ように, 学業に精を出すか, 学校をサボり, 規則から逃れ教師に反抗する




























残っている。イングランド人は, 今もなお, 自己満足, 自己分析, 自己非
難, 自己高揚, という様々なやり方で, 黙想に耽る。彼らがいつも話すの





































楽より, むしろ芸術作品の強調, 活気, 格調高さを用いることで, 思想が
すばらしく整然とし道理に適っているようにみせた。その結果, フランス
では, きわだって優れた知性を待ち望む。一方, イングランドでは, 人々
は力強く, 不可思議であるが, 親しみやすい個人を待ち望む。その表現は,
意識の深奥を探る人にだけ理解できるものなのである。フランスには庭園












うんざりさせる人間, 変わった人間, 流行かぶれの人, そして自分のこと
しか関心がない, 数え切れないほどの人たちも含めて, あらゆる種類の人




















し, その規則を守らせる必要がある。かたや, フランス人は, 作法を仕込
まれたうえ持ち前の社交能力によって,「身の処し方」を知っている。規
則を記憶する必要はない。彼らは直感的に知っているからだ。この内なる















と, つまり, 厳しい規則によって, 違反が禁じられるうえに, 杓子定規に
違反が解釈されるのは, イングランド人にとっては, 逆に喜びであり, 常
に思考の対象となるのである。規則が厳重であるため, 気分的にとても重
苦しく感じられるが, そうなのである。それは, 規則というものが制限す






る。法の及ばぬところでは, イングランド人は, 扱い難く, 傲慢になりが




邪魔者で, ネクラな人間だと, 自覚することで, 一種の喜びを味わうので
ある。そのことで, 興奮することはないが, 彼の支配意識を楽しませる。
不思議に思えるかもしれないが, 彼の嫌悪感をも楽しませる。いずれにせ
よ, 私は, このような人間に, イングランド内外で会ったことがある。し
かし, このイメージには別の側面がある。このような, 人と打ち解けない
自分本位の人間は, 優れた学校教育を受け, 振る舞い方を学び, グラッド
ストンが強く求めた規律を身につければ, 最もすばらしい話をするように













まずひとつ目に, 自己管理の方法を学ぶ。もちろん, これは, 高度で難し
い克己という術と同一ではないが, 人生から最良のものを手に入れ, 最悪
のものを排除する方法について知ることは重要である。たとえ, 人生その









室を拒まれても, 妻なら入れる部屋がある。そこで, 夫は, 妻に自分の苦
しみ, 痛み, 悩みについて話す。膝やひじの痛み, 或いは, 頭や背中のど


















原題：“Why the Englishman is Happy : An Irishman’s Notes on the Saxon
Temperament”
利用したテクストは以下のものである。
Yeats, John Butler. Essays: Irish and American. Dublin and London : The
Talbot Press Ltd., 1918.
注
1) Jean Froissart (13371410): フランスの年代記作家, 詩人。1360年イング
ランドに渡る。８年の滞在後, ヨーロッパ大陸を旅行。その後, 引退し, オ
ランダで14世紀のヨーロッパ史を扱った『フロワサールの年代記』を著した。
2) Charles Lamb (17751834): イングランドの随筆家, 批評家, Elisa の筆名
で知られる。
3) John Lamb (17631821): 父親は有名な法廷弁護士サミュエル・ソルトに
仕えたが, ソルトの死後, 一家には不運が訪れる。兄ジョンは家を出て行き,
姉メアリは精神を病んだ。
4) William Ewart Gladstone (18091898): ディズレーリと共にヴィクトリア
朝を代表する政治家。自由党党首。第３次選挙法の改正, アイルランド自治
など多くの内政問題を手がけた。
ジョン・バトラー・イェイツ著 『アイルランドと……
― ―93
